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になる。
資本のグローバル化にともなって権力がさらに集
中し増大する今日，虐げられるすべての人々の解
放と聖書が無関係でないと考えるところに，フェ
ミニスト聖書批評の未来に向けた大きな意義があ
る웎웎웗。
このような「フェミニスト聖書批評の未来に向け
た大きな意義」は，貧困と抑圧とに喘ぐ人々の「解
放」を求める新たな「神学」として，1960年代後半
から1970年代の前半に同時多発的に興った「解放の
諸神学」とその聖書解釈原理である「解放の解釈学」
の「未来に向けた大きな意義」でもあると言いうる
のではないであろうか。
５．結 論
ここまで論じてきたことをまとめる。解放の諸神
学というポスト・マルクス主義時代に生み出された
新たな神学的潮流は，聖書の中心的使信を「差別・
抑圧からの잰解放잱」であると理解し，聖書から「差
別・抑圧からの잰解放잱」のメッセージを読み取り，
その「理論と実践」によって，「差別・貧困からの잰解
放잱」を「政治的・社会的」かつ「神学的」に担って
きた。だが，その聖書解釈には「盲点」があった。
それは聖書から「解放」を読み取ることに急なあま
り，聖書に内包される差別や抑圧の論理を等閑に付
してしまい，聖書は常に正しく「差別・抑圧からの
잰解放잱」の使信を伝えているする一種の教条主義に
陥っているということである。
だが，解放の諸神学の潮流にも属するフェミニス
ト聖書解釈は逸早くこの「盲点」に気づき，聖書か
ら「差別・抑圧からの잰解放잱」を読み取りつつも，
聖書そのものに「差別・抑圧の論理」が含まれてい
るということを明らかにし，聖書そのものをも批判
することを通して，キリスト教や聖書をも根源的に
捉え直す道を切り拓くことを可能にしたのである。
解放の諸神学が今後もキリスト教神学の世界にお
いて重要な役割を果たしていくことは疑いえない。
だが，もし解放の諸神学が現代世界の差別や抑圧を
批判していくという営為を続けていくというのであ
れば，その営為はこの世界の差別や抑圧のシステム
でもある聖書やキリスト教をも根源的に捉え直して
いくことへと繫がっていくことが必要である。なぜ
なら，フェミニスト聖書解釈はまさにそのような営
為を実践し続けることによって新たな時代や未来を
切り拓くことを可能にしてきたからであり，解放の
諸神学の聖書原理である解放の解釈学もまたフェミ
ニスト聖書解釈と同様の営為を実践することによっ
て新たな時代や未来を切り拓くものになりうると考
えられるからである。
웎웎웗村山由美／浅野淳博／須藤伊知郎「文化研究批評」，浅
野／伊東／須藤／辻／中野／廣石／前川／村山『新約聖
書解釈の手引き』250頁。なお，村山のこの指摘の背景に
は，ポストコロニアリズムや第三世界といった重層的な
視点をも取り入れた新たなフェミニズムの台頭に伴い，
黒人女性による「ウーマニスト神学」やスペイン語圏の
女性による「ムヘリスタ神学」が興り，従来の「フェミ
ニスト神学」が「白人中産階級知識人女性」のイデオロ
ギーを体現するものでしかないとの批判が巻き起こって
いる近年のアメリカのフェミニスト神学をめぐる新しい
大きな波がある（同書同頁参照）。
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